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この度の東日本大震災により、被災された
皆さまに謹んでお見舞い申し上げます。
今般の地震の影響により、弊社とご契約さ
せていただいておりますお客さまの建物に
おいても、一部のエレベーターおよびエス
カレーターに被害が発生したほか、安全の
ためにエレベーターが停止する事象が発生
しました。
弊社では、全国のフィールドエンジニアを動
員し被災地の全面復旧に向けて鋭意努力し
ておりますが、引き続き発生している余震の
影響により、復旧作業の遅れやエレベーター
が再停止する可能性が想定されます。
弊社ではお客さまのご安全を第一に、一日
も早い全面復旧を目指して尽力して参りま
すので、今後ともご理解、ご協力のほどよ
ろしくお願い申し上げます。
被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申
し上げます。

2011年4月30日発行　　発行　東芝エレベータ株式会社　広報室
〒141-0001 東京都品川区北品川6-5 -27　電話　（03）5423-3332
URL http://www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト　デザイン 手塚みゆき　印刷 株式会社ピーオーメディアサービス

vol.26  2011

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.26 に
対するご感想をお聞かせください。抽選で 10 名さまに「特選品」
をお送りします。
今号の特選品は、一般電球形 LED 電球「LDA9L（電球色）」です。
下半球光束で一般電球の 60W 形に相当する明
るさを実現し、40,000 時間の長寿命と 9.4W
の低消費電力となっています。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2011年7月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

03-09	 特集●交通と都市の未来形
	 Sweet mobility in chocolate city

	 チャーリーとチョコレート工場
	 に見る未来のエレベーター
10-13	 連載●新リニューアル探検隊が行く！
	 マンション編

　　　　住人の合意

14-15	 連載●安全・安心を科学する

	 水道の安全を知る
	 マンションの水道のこと、
	 ご存知ですか？
		 16	 連載●おもちゃの乗り物博物史

	 万能ロボット、
	 ロビーが乗る宇宙カー

vol.26 2011
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

お菓子な街、チョコレートシティ。
パティシエたる建築家は、グミのモビルスーツで都市を移動し、
チョコレート工場の従業員はケーキの島に乗ってプロポーズに行く。
空中を移動するゼリーには澄ました顔のお洒落な女の子が座って
いる。そこには、おかしな人たちとおかしな乗り物が満ち溢れ、
みんながのんびりとした暮らしを楽しんでいました。

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
に

見
る
未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
に
よ
る
映
画
化
で
知
ら
れ
る
児
童

文
学
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
秘
密
」
に
登
場
す
る

六
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。

支
配
人
の
ウ
ォ
ン
カ
氏
と
主
人
公
・
チ
ャ
ー
リ
ー
た
ち

を
乗
せ
、
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
工
場
の
天

井
を
突
き
破
り
、
天
空
を
め
ざ
し
て
高
く
上
っ
て
い
く
。

続
編
「
ガ
ラ
ス
の
大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で
は
、
い
よ
い

よ
成
層
圏
を
越
え
、
広
大
無
辺
な
宇
宙
探
検
の
旅
に

チ
ャ
ー
リ
ー
一
家
を
連
れ
て
行
く
の
だ
。

私
た
ち
は
主
人
公
た
ち
を
驚
き
に
満
ち
た
冒
険
の
旅

に
導
く
そ
の
乗
り
物
が
、
1
個
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は

ロ
ケ
ッ
ト
で
も
、
飛
行
機
で
も
、
自
動
車
で
も
な
く
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
の
だ
。

そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
こ
と
が
本
当
に
可
能
な
の
か
。

な
ぜ
ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
の
か
。

建
築
家
・
樫
原
徹
氏
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

最
先
端
の
技
術
や
都
市
交
通
、
居
住
環
境
の
進
化
な
ど

も
踏
ま
え
て
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
。

チャーリーとチョコレート工場 
ブルーレイ　￥2,500（税込）
DVD　￥1,500（税込） 
発売元：ワーナー・ホーム・ビデオ
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児
童
文
学
に
見
る

究
極
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

前
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
た
と
お

り
、
児
童
文
学
の
名
作
『
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
工
場
の
秘
密
』（
ロ
ア
ル

ド
・
ダ
ー
ル
作
、
1
9
6
4
年
）
と

そ
の
続
編
『
ガ
ラ
ス
の
大
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
』（
同
、
1
9
7
3
年
）

に
は
、
印
象
的
な
ガ
ラ
ス
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
登
場
す
る
。『
チ
ャ
ー

リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
映
画
化
さ
れ
、

2
0
0
5
年
日
本
で
も
公
開
さ
れ

た
か
ら
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
描
か
れ
て

い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
実
に
魅
力
的
だ
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場

の
屋
根
を
突
き
抜
け

て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
つ
り
下
げ
て
い

る
ワ
イ
ヤ
も
振
り
ち

ぎ
っ
て
、
ど
こ
ま
で

も
高
く
、
原
作
で
は

宇
宙
空
間
ま
で
、
主

人
公
の
チ
ャ
ー
リ
ー

の
家
族
た
ち
を
乗
せ

て
旅
立
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

　

奇
想
天
外
な
お
話

か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
こ
で
描
か
れ
る

ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
は
、
私
た
ち
が
思
い
描
く

究
極
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
姿
が
見

て
取
れ
る
の
だ
。

究
極
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

三
つ
の
姿

　

ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い

う
言
葉
の
響
き
だ
け
で
も
わ
く
わ

く
し
て
く
る
が
、
原
作
に
描
か
れ

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
い
く
つ
か
の

特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
縦
横
斜
め
と
、
三

次
元
空
間
を
自
由
に
飛
び
回
る
こ

と
。エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い
え
ば
ケ
ー

ブ
ル
で
つ
り
下
げ
ら
れ
、
上
下
移

動
の
た
め
の
乗
り
物
と
い
う
先
入

観
が
あ
る
が
、
原
作
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
現
代
の
魔
法
の
絨
毯
の
よ

う
に
、
乗
客
を
ど
こ
へ
で
も
連
れ

て
行
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

一
種
の
居
室
空
間
化
し
て
い
る
こ

と
。
原
作
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、

チ
ャ
ー
リ
ー
一
家
（
大
家
族
だ
！
）

と
家
族
が
大
事
に
し
て
い
る
ベ
ッ

ド
を
積
ん
で
、
そ
う
、
家
が
丸
ご

と
移
動
す
る
、
そ
ん
な
夢
の
あ
る

空
間
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
前
後
左
右
そ
し
て
天

井
と
床
ま
で
六
面
総
ガ
ラ
ス
張
り

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
天
空
を
疾
走
し
、
宇
宙
空

間
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、

乗
客
の
目
の
前
に
広
が
る
光
景
は

想
像
を
絶
す
る
だ
ろ
う
。
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
乗
り
物
よ
り
も
驚
き
に

満
ち
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
の
3
D
映

像
よ
り
も
圧
倒
的
な
視
覚
的
体
験

を
堪
能
で
き
る
の
だ
。

究
極
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

実
現
可
能
か
？

　

さ
て
、こ
の
よ
う
な
驚
異
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
実
現
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

本
特
集
で
は
、究
極
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
し
て
見
て
き
た
３
つ
の
特

徴
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

現
実
の
技
術
的
側
面
か
ら
、
ま
た

建
築
学
的
な
側
面
か
ら
、
そ
し
て

ガ
ラ
ス
加
工
技
術
の
側
面
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
現
可
能
性
と
、
た

と
え
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
夢
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
本
来
、
建
築

内
を
上
下
に
移
動
す
る
高
速
移
動

手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
が

描
く
ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

そ
う
し
た
現
実
世
界
の
制
約
を
越

え
て
、
ま
さ
に
想
像
の
世
界
で
し

か
描
き
得
な
い
、
様
々
な
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
現
在

の
技
術
、
工
学
、
そ
し
て
建
築
家

の
想
像
力
が
ど
こ
ま
で
迫
れ
る
の

か
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
で
検
証
し
て

み
た
い
。

児童文学の世界で展開された究極のエレベーターの
イメージは、建築家や技術者の想像力を刺激してや
まない。未来のエレベーターは、どのような姿で我々
の前に現れるのだろうか。

想像力の世界で羽ばたく
究極のエレベーター

続編『ガラスのエレベーター』では、
リビングごと宇宙を目指して空を飛ぶ。
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エレベーターの移動軸は上下方向。そうした固定観念を打ち破るのが三次元エ
レベーターだ。垂直方向だけでなく、水平方向の移動が可能になれば、移動手
段としてのエレベーターの可能性は一気に広がるだろう。隣り合う高層ビルの
フロアとフロア、部屋と部屋を行き来したり、駅の改札口から少し離れたビル
のエントランスまで、三次元エレベーターに乗りさえすれば、水平、垂直を移
動することができる。そのとき、エレベーターをつなぎ止めているケーブル、
上下方向にしか移動を許さないシャフトは取り払われ、エレベーターは三次元
空間を自在に走り回ることになる。

これまでの無味乾燥で退屈な上下移動を一気に
パノラマ展望体験に変えてしまうのが、全面ガ
ラス張りのシースルーエレベーターだ。現代の
建築は内側と外側の境界を取り除き、空間の均
質化を志向してきたが、建築の重要な要素であ
るエレベーターもその例外ではない。全面シー
スルー化することにより、乗客は閉ざされた四
角い空間から解放されて、魔法の絨毯に乗って
いるようなファンタスティックな、スリリング
で驚異の空間浮遊体験を味わうことになる。エ
レベーターに乗ること自体が一種のアトラク
ションとなり、平凡な日常を一瞬忘れさせる体
験になる日も近いかもしれない。

例えば、エレベーター。近年ブームを見せる、ゴージャスな内装を施したキャンピングカー。あるいは居室空間そのものを上下に移動させる
ボルドーの住宅。これらのアイデアをエレベーターと組み合わせてはどうだろうか。エレベーターの内側はこれまでただの箱形空間と考えら
れ、上下方向に素早く移動する際に乗り込むための空間でしかなかった。しかし、キャンピングカーやボルドーの住宅の発想は、エレベーター
空間を創造的でリフレッシュするための滞留空間に変える可能性を秘めている。豊かで快適なインテリアを備えたエレベーター。そこで乗客
はゆったりと、憩いと癒しの時を過ごすことになる。

▲ボルドーの住宅
車椅子で生活するクラ
イアントのために建て
られた住宅。約 6 畳の
書斎が油圧式リフトで
地下、1階、2 階を移動。
エレベーターを動く居
住空間に見立てた発想
が斬新。レム・コール
ハース設計。1998 年
竣工。
ⒸOMA

▲ビッグドッグ
一見すると人が２人入った馬のように見えるが、アメリカで 2005 年に開発された起伏の多い地形で
行動できる四足歩行ロボット。雪道や砂浜、浅瀬でも行動可能で、氷の上を歩いても転倒しない。

▲ EDEN PROJECT
イギリスの複合型環境施設。熱可塑性フッ素
樹脂で作られた巨大なドームの中は温帯や熱
帯の気候が再現されている。

三次元移動するエレベーター

AGC studio

▲

旭硝子のショールームとして 2010 年に
オープン。打ち合わせスペースは間仕切
りに赤と青のシースルーの合わせガラス
を用いており、重なり方で色が変化する。

（設計：乾久美子建築設計事務所）

居住空間化するエレベーター

シースルー化する都市

▲Terra Wind
一見ゴージャスなホテルかマンションの一室のようだが、実は水陸両
用のバスタイプキャンピングカーの内部。ゴージャスなインテリアに
飾られた空間が陸も海も自在に疾走する、究極の移動型居住空間。
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自
走
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

オ
フ
ィ
ス
か
ら
海
外
へ

　

究
極
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、ケ
ー

ブ
ル
レ
ス
、
自
走
式
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
自
走
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
決
し
て
夢
物
語
で
は
な
く
、
ビ

ル
が
も
っ
と
高
層
化
す
る
と
そ
う

し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
高
さ
が
１
０
０
０
ｍ
を

超
え
る
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
支
え
て
い
る
ケ
ー
ブ

ル
自
体
の
重
み
で
十
分
な
安
全
率

が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
、シ
ー
ス
ル
ー

型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
六
本
木
に
あ

る
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
な
ど
で
あ

る
程
度
ま
で
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
閉
塞
空
間

の
中
で
の
移
動
を
少
し
で
も
快
適

な
も
の
に
す
る
と
い
う
点
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
パ
ノ
ラ
マ
展
望
台

に
変
え
る
シ
ー
ス
ル
ー
型
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
増
え
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
駅
や
公
共

施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
も
、

シ
ー
ス
ル
ー
化
は
有
効
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
レ
ス
で
自
走
式
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ら
、
ビ
ル
内
の
縦

方
向
だ
け
の
移
動
手
段
と
い
う
制

限
か
ら
解
放
さ
れ
、
ビ
ル
か
ら
ビ

ル
、
あ
る
い
は
家
か
ら
ビ
ル
へ
の

移
動
、
さ
ら
に
オ
フ
ィ
ス
か
ら
海

外
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
れ
ば

そ
の
ま
ま
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
搭

乗
時
間
は
秒
単
位
か
分
単
位
で
す

が
、
そ
う
し
た
自
走
式
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
よ
り
長
い
時
間
乗
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
家
族
で
移
動
す
る

な
ら
居
住
空
間
型
、
夜
間
の
移
動

な
ら
ベ
ッ
ド
付
き
の
寝
室
タ
イ
プ
、

打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
移
動
な
ら

デ
ス
ク
も
一
緒
に
付
い
て
く
る
タ

イ
プ
と
い
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

進
化
形
も
想
定
で
き
ま
す
ね
。

三
次
元
を
移
動
す
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
実
現
可
能
か

　

建
物
の
中
を
水
平
に
も
垂
直

に
も
移
動
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
現
可
能
で

し
ょ
う
か
。
現
状
で
、
そ
れ
に
近

い
も
の
と
し
て
、
工
場
内
の
搬
送

装
置
が
あ
り
ま
す
。
水
平
に
も
垂

直
に
も
移
動
し
、
物
を
自
動
的
に

運
ぶ
シ
ス
テ
ム
が
、
現
に
稼
働
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗
用
に
す
れ

ば
、
オ
フ
ィ
ス
の
自
分
の
席
か
ら
、

別
の
フ
ロ
ア
へ
運
ん
で
く
れ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
実
現
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ビ
ル
と
ビ
ル
、
あ
る
い
は
都
市

間
の
移
動
を
考
え
る
な
ら
、
自
動

車
と
立
体
駐
車
場
の
組
み
合
わ
せ

が
考
え
ら
れ
ま
す
。エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
車
輪
が
付
い
て
横
方

向
の
動
き
を
可
能
に
し
、

ビ
ル
に
着
い
た
ら
立
体

駐
車
場
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
で
、
車
ご
と
指
定

の
フ
ロ
ア
に
運
ん
で
く

れ
る
、
そ
う
い
う
シ
ス

テ
ム
も
想
像
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
費
用
、
輸

送
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

空
港
の
よ
う
な
水
平
方

向
に
非
常
に
広
い
敷
地

を
持
っ
て
い
る
建
物
や
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
で
建
設
中
の
環
境
配

慮
型
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
マ
ス
ダ
ー
ル
計
画
」
で
採
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（Personal 

Rapid T
ransit

：
個
人
用
高
速
輸

送
機
関
）
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら

都
市
交
通
の
ひ
と
つ
に
組
み
込
め

ば
、三
次
元
を
移
動
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
意
外
と
簡
単
に
実
現
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

必
要
な
も
の

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
進

化
し
て
、
車
の
よ
う
な
機
能
も
持

つ
よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も

車
が
進
化
し
て
縦
方
向
の
移
動
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
能
を
持
つ
よ

う
に
な
る
の
か
。
そ
の
両
者
の
接

点
に
、
未
来
の
新
し
い
移
動
手
段

の
イ
メ
ー
ジ
、
究
極
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
姿
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
人
を
運
ぶ
こ
と
と
物
を
運

ぶ
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
と
、
未

来
の
移
動
手
段
と
し
て
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
姿
が
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
、
単
に

一
人
乗
り
の
乗
り
物
と
し
て
個
人

の
移
動
を
補
助
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
５
、６
人
が
乗
り
合
い
し
て
、

移
動
中
で
も
楽
し
く
和
気
あ
い
あ

い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
よ
う
な
場
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ド
ア

か
ら
ド
ア
へ
単
純
に
高
速
で
移
動

す
る
だ
け
で
は
、
い
く
ら
便
利
で

も
味
気
な
い
で
す
か
ら
ね
。

自走式エレベーターで
家からビルへ、都市から都市へ

東芝エレベータ株式会社
取締役上席常務
統括技師長
原田 豊

エレベーターはどこまで進化する？

『チャーリーとチョコレート工場 』から読み解いた３つのキーワード。
これらの現在と未来を専門家に聞いた。

未来のエレベーターにつながる技術

▲75人乗り大容量高速エレベーター(泉ガーデンタワー）
かご戸を含む 4方向シースルーのエレベーターで、床と天井以外
すべてシースルーになっている。
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移
動
手
段
で
都
市
の
姿
も

決
ま
っ
て
き
た

　

20
世
紀
の
都
市
の
移
動
手
段

は
、
水
平
方
向
は
車
、
垂
直
方

向
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
基
本
で

し
た
。
そ
れ
が
合
理
的
、
効
率

的
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
の
姿

も
建
物
の
姿
も
決
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
都
市
や
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
を

考
え
る
と
き
、
本
当
に
そ
れ
で

い
い
の
か
、
と
疑
問
に
思
い
ま

す
。
建
物
単
位
で
は
な
く
、
建

物
同
士
が
複
合
的
に
混
ざ
り
、

溶
け
合
う
よ
う
な
視
点
か
ら
、

未
来
の
都
市
を
考
え
て
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
と
き
ネ
ッ
ク
に
な
る
の

が
、
水
平
と
垂
直
の
移
動
手
段

で
す
。
そ
こ
に
革
命
が
起
こ
ら

な
い
か
ぎ
り
、
都
市
も
建
物
の

姿
も
変
わ
ら
な
さ
そ
う
で
す
。

異
質
の
空
間
性
を
導
入
し
て

新
し
い
体
験
を

　

移
動
空
間
と
し
て
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
考
え
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
が
見
え
て
き
ま

す
。
極
端
な
話
、
天
井
が
無
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
外
部
空
間
が

見
渡
せ
て
、
街
路
と
人
が
つ
な

が
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
雨
の
日

は
も
ち
ろ
ん
傘
を
さ
し
て
乗
る

よ
う
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
。

　

最
近
、
同
じ
場
所
に
座
り

続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
移
動

手
段
に
苦
痛
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
乗
り
物
で
移
動

し
て
い
る
間
も
い
ろ
い
ろ
な
場

所
を
う
ろ
う
ろ
し
た
い
。
う
ろ

う
ろ
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
、
歩
き
回
れ
る
空
間
で
す
。

　

あ
る
い
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
よ

う
に
床
に
段
差
が
あ
り
、
座
る

場
所
で
窓
の
景
観
が
変
わ
る
乗

り
物
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
フ

ラ
ッ
ト
な
床
の
箱
状
の
も
の
で

は
な
く
、
も
う
少
し
違
う
空
間

性
を
持
っ
た
乗
り
も
の
で
す
。

　

外
界
と
連
続
性
の
あ
る
空

間
、
う
ろ
う
ろ
で
き
る
空
間
、

段
差
の
あ
る
空
間
。
こ
れ
ら

は
今
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
欠
け

て
い
る
要
素
で
す
。
こ
う
し
た

異
質
の
空
間
性
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
体
験
も

も
っ
と
違
っ
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

素
材
や
工
法
の
進
化
が

総
ガ
ラ
ス
の
建
築
を
可
能
に

　

建
物
の
外
装
に
ガ
ラ
ス
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ず

い
ぶ
ん
前
か
ら
で
す
が
、
日
本

に
お
け
る
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の

ビ
ル
で
革
新
的
な
も
の
と
い
え

ば
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
で

き
た
新
生
銀
行
ビ
ル
で
す
。
そ

の
頃
か
ら
外
壁
が
総
ガ
ラ
ス
の

建
築
物
が
日
本
で
急
速
に
普
及

し
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
、

外
壁
は
も
ち
ろ
ん
、
外
壁
を
支

え
る
柱
や
梁
も
ガ
ラ
ス
で
で
き

た
建
築
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

割
れ
に
く
く
、
割
れ
て
も
破

片
が
飛
び
散
ら
な
い
ガ
ラ
ス
な

ど
素
材
面
の
進
化
と
、
揺
れ
の

際
に
建
物
の
変
位
を
吸
収
す
る

ガ
ラ
ス
の
接
合
技
術
や
構
法
の

進
化
が
、
地
震
に
も
強
い
ガ
ラ

ス
外
壁
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

天
翔
る

ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

で
は
、
床
や
天
井
、
壁
が

ガ
ラ
ス
で
で
き
た
空
飛
ぶ
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
本
当
に
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
強
固
な

筐
体
を
作
る
こ
と
は
、
現
在
で

も
可
能
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
場
合
、
出
入
口
が
構
造
的
な

弱
点
に
な
り
ま
す
が
、
複
数
化
、

複
合
化
な
ど
で
強
度
の
問
題
は

解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
原
作
の
続
編
の

よ
う
に
、
宇
宙
に
飛
び
出
す
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
は
構
造
の
問
題
と
同
時
に
、

宇
宙
空
間
の
激
し
い
温
度
差
対

策—

熱
膨
張
差
に
よ
る
破
損

の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
熱
膨
張
率
の
低
い
石

英
ガ
ラ
ス
な
ど
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に

太
陽
や
地
球
か
ら
受
け
る
熱
に

対
し
て
は
、
ガ
ラ
ス
表
面
に
反

射
薄
膜
を
つ
け
、
複
層
化
す
る

こ
と
で
解
決
可
能
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
に
は
厚
さ
が
１
・
６
cm
か
ら

３
・
３
cm
ま
で
の
三
層
の
ガ
ラ

ス
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
の
重
力
圏
を
離
れ
る

に
は
、
最
大
６
Ｇ
の
加
速
度

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
激
し
い
加
速
度
に

対
し
て
は
、
現
状
よ
り
さ
ら

に
進
ん
だ
接
合
技
術
、
構
造

と
技
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

他
に
も
多
く
の
難
題
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
空
飛
ぶ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
外
壁
素
材

に
ガ
ラ
ス
を
使
う
こ
と
は
、

可
能
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

空飛ぶガラスのエレベーターは
実現可能か？

移動空間としての
エレベーターの可能性

平田晃久建築設計事務所
平田 晃久氏

旭硝子株式会社
市場開発室 市場開発グループ
統括主幹
舟岡 努氏

平田氏設計の住宅のひとつ。階段が
通路と居住スペースを兼ねることで
狭い敷地を最大限に活用している。
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人
々
の
暮
ら
し
を
助
け
る

ス
イ
ー
ツ
な
乗
り
物
た
ち

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
」
を
都
市
へ
と
拡
大
し
た
と
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
る
の
か
。
建
築
家
の
樫
原
徹
氏
が
都
市
の
パ
テ
ィ
シ

エ
に
な
り
き
っ
て「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
テ
ィ
」の
移
動
デ
バ
イ
ス
を
構
想
す
る
。

樫
原
徹
氏

建
築
家

1
9
7
2
年
生
ま
れ
。

株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
ヌ
ー
ブ
代
表
。

水
陸
を
自
在
に
移
動
す
る
公
共
ス
ペ
ー
ス

…
…
W
H
O
L
E 

C
A
K
E

　

従
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
よ
り
速
く
、

よ
り
大
量
に
運
ぶ
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
よ
う
に
、
移
動
す
る
快
適

な
居
室
空
間
を
実
現
し
て
い
な
い
。
現
代
の

ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど

の
姿
を
拡
張
し
て
い
く
と
、
巨
大
な
カ
ブ
ト

ム
シ
の
よ
う
な
歩
く
都
市
”ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

シ
テ
ィ
“（
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
）の
よ
う
な
移
動
す
る

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
拡
大
で
き
る
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
活
躍
す
る

「
W
H
O
L
E 

C
A
K
E
」
は
、
ケ
ー
キ
の
形

を
し
た
小
さ
な
島
の
よ
う
な
乗
り
物
だ
。
上

部
は
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
庭

園
、
下
部
は
音
楽
を
奏
で
る
レ
コ
ー
ド
と
と

も
に
動
く
回
転
木
馬
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
遊

園
地
で
あ
り
、
ホ
バ
リ
ン
グ
に
よ
り
地
上
と

水
上
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
。
こ
れ
は
楽

し
く
自
由
に
過
ご
す
場
所
と
し
て
の
居
住
性

を
備
え
た
乗
り
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
移
動

機
能
を
備
え
た
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
も
あ
る
。

　
「
W
H
O
L
E 

C
A
K
E
」
の
役
割
は
ギ
フ

ト
で
あ
る
。「
そ
こ
」
に
行
き
た
い
と
望
む
あ

な
た
の
前
に
「
W
H
O
L
E 

C
A
K
E
」
が

自
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
の

だ
。
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
と
こ
ろ
、
誰
か
を
祝

福
す
る
た
め
に
こ
の
島
は
動
く
。

移
動
性
の
拡
張
…
…
G
U
M
M
Y

　

未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
要
件
は
、
自
走

式
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
未
来
の
都
市
は

垂
直
と
水
平
が
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
り
、
都

市
と
建
築
が
自
然
地
形
の
よ
う
に
一
体
化
し

た
環
境
へ
と
進
化
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
移
動
手
段
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、

従
来
の
移
動
の
延
長
に
は
な
い
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
移
動
ス
タ
イ
ル
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ひ
と
つ
は
「
G
U
M
M
Y
」。
や
わ
ら
か
い

素
材
で
作
ら
れ
た
こ
の
移
動
手
段
は
、
水
平

歩
行
は
２
本
の
足
で
歩
き
、
人
や
荷
物
を
背

負
っ
て
坂
と
階
段
を
上
る
。
垂
直
方
向
は
各

地
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
っ
て
移

動
す
る
。
高
度
な
人
工
知
能
の
制
御
に
よ
っ

て
様
々
な
知
的
活
動
も
可
能
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
生
き
物
の
ロ
バ
だ
。
現

在
で
も
登
山
家
の
足
と
し
て
活
躍
す
る
ロ
バ
を
、

都
市
で
も
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ロ
バ
の
背
中
に
乗
っ
て
移
動
す
る
も
よ
い

し
、
荷
物
だ
け
を
運
ば
せ
て
も
い
い
。
屋
上

庭
園
に
生
え
た
草
を
食
べ
さ
せ
れ
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
不
要
だ
。
糞
は
堆
肥
や
他
の
家
畜
の

え
さ
に
な
る
。
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
古
く

て
新
し
い
乗
り
物
の
再
生
で
あ
る
。

透
明
の
究
極
化
…
…
J
E
L
L
Y

　

か
つ
て
ア
イ
ド
ル
と
は
、
美
貌
と
人
を
惹

き
つ
け
る
魅
力
を
持
っ
た
ご
く
限
ら
れ
た
人

た
ち
し
か
な
れ
な
い
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、

今
は
A
K
B
4
8
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
隣
の
可
愛
い
女
の
子
」
が
ア
イ
ド
ル
に
な
れ

る
時
代
に
な
っ
た
。「
見
ら
れ
る
ア
イ
ド
ル
」

か
ら
「
見
せ
る
ア
イ
ド
ル
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。

　

都
市
も
同
様
に
、「
見
ら
れ
る
都
市
」
か
ら

「
見
せ
る
都
市
」
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
そ

れ
を
担
う
の
が
都
市
の
透
明
化
で
あ
り
、
透

明
化
は
ま
た
都
市
を
非
日
常
的
な
劇
場
と
化

す
。「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
」内
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
よ
う
な
世
界
が
都
市
に
も
実
現
し

て
く
る
だ
ろ
う
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
ん
な
未
来
を
予

感
さ
せ
る
よ
う
な
乗
り
物
が
か
つ
て
渋
谷
に

あ
っ
た
。
1
9
5
1
年
か
ら
わ
ず
か
1
年
半

ほ
ど
だ
が
、
渋
谷
駅
の
上
空
を
空
中
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
「
ひ
ば
り
号
」
が
往
き
来
し
て
い
た

の
だ
。
21
世
紀
の
「
ひ
ば
り
号
」
は
、
今
や

日
本
最
大
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
と
し
て

名
高
い
渋
谷
駅
の
上
空
を
移
動
す
る
透
明
な

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
、
形
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
飛
び
出
し
て
来
た
よ
う
な
ゼ
リ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
だ
。
J
E
L
L
Y
は
都
会
の
パ
ノ

ラ
マ
を
楽
し
め
る
動
く
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
、
1
0
9
の
ス
テ
ー
ジ
を
越
え
る
究
極

の
渋
谷
的
空
間
と
な
る
だ
ろ
う
。
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「乗り物型」と「インフラ型」
2つの未来交通のイメージ

　誰もが思い浮かべる未来都市の
イメージといえば、超高層ビルの
間が空中ブリッジでつながってい
るようなものでしょう。高層建築
とそれを結ぶ交通動線でできてい
る都市です。こうしたイメージは、
20世紀の初め以来、あまり変わっ
ていません。
　戦前の映画『メトロポリス』

（1927）やアメリカのSF雑誌『アメー
ジング・ストーリーズ』でも、すでに道
路が空中を縦横無尽に走る未来都市のイ
メージが登場しています。
　未来の都市内交通のイメージは、「乗り
物型」と「インフラ型」に大きく分けら
れると思います。乗り物型とは、エアカー、
エアバイク、ヘリコプターなど、動力や
推進機構をそれ自体に持ち、搭乗した人
が運転する自律式の交通を指します。
　乗り物型のイメージをさかのぼると、
アルベール・ロビダが 19世紀に書いた

『20世紀』というSF小説にたどり着きま
す。ロビダ自身によるイラストには、や
はり飛行船のような空中バスや空中バイ
クのようなものが描かれています。
　一方インフラ型とは、動く歩道やエレ
ベーター、自動操縦式キャビンなど、都
市のインフラに依存した交通です。
　アイザック・アシモフのSF小説『鋼鉄
都市』（1954）では、いくつかの速度の違
うレーンに分かれた動く歩道が描かれて
います。スタニスワフ・レムの『星から
の帰還』（1961）の未来都市にも、エレ
ベーター式の交通が登場します。実現し
た乗り物の例としては、ニューヨーク万
博（1939）での「フューチュラマ」が挙
げられます。これは観客が動く椅子に座っ
て未来都市の模型を鑑賞するもので、い
わゆる遊園地にあるようなライド型アト
ラクションの元祖といえます。

「生物へ」と進化する
未来の都市と交通

　SF では、エレベーターのイメージも「宇
宙へ」「生物へ」と進化してきました。アー
サー・C・クラークの『楽園の泉』（1979）

では、宇宙につながる軌道エレベーター
が描かれます。一方、ブライアン・W・
オールディスの『地球の長い午後』（1962）

では、地球と月がつるのような植物でつ
ながり、その上をクモのような生物がエ
レベーターのようにしてわたっていくと
いう遠未来の生態系が描かれています。
　また近年では「生物化した都市」の姿
をさまざまな作家が描いています。神林
長平の『過負荷都市』（1988）では、超高
層マンションがタケノコのように少しず
つ伸びていく寓話的なイメージが描かれ
ます。ブライアン・ステイブルフォードと
デビッド・ラングフォードの『2000年
から 3000年まで』（1985）でも、バク
テリアを使った特殊工法で、建物がまる
で木が生えるように自然にできていく未
来の都市が描かれます。
　このように、現在「エレベーター」や

「自動車」と呼ばれている交通も、どんど
ん変化していくでしょう。そのときこれら
をどう呼ぶかはわかりませんが、おそら
く「乗り物型」と「インフラ型」、そして
両者の「融合型」に集約されていくので
はないでしょうか。（談）

c o l u m n

乗り物とインフラのビジョンが
生物的に進化する

磯 達雄 ISO tatsuo

株式会社フリックスタジオ取締役、桑沢デザイン研究所非常勤講師、武蔵野
美術大学非常勤講師。1963年埼玉県生まれ。名古屋大学工学部建築学科卒業。
編集者を経て現職。

アルベール・ロビダ "La Sortie de l'opéra en l'an 2000"
「オペラからの帰宅」（1882）

図版作成／樫原徹
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赤羽シティハイツ（竣工1982年）

総
会
で
異
論
も
な
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
決
定

　

赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
は
地
上
５
階
建

て
で
57
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
。
設
置

後
29
年
目
を
迎
え
た
油
圧
式
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
１
台
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
、
段
差
を
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
安
全
性
を
考
慮
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
は
、
２
０
１
２
年
に
予
定

し
て
い
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
２
年
間

前
倒
し
す
る
べ
き
だ
と
気
づ
く
に
至
っ

た
と
い
う
の
が
前
回
の
あ
ら
す
じ
だ
。

　

通
常
、
管
理
組
合
の
理
事
た
ち
の
間

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
意
し
て
も
入
居

者
全
員
の
合
意
を
総
会
で
得
る
ま
で
に

は
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
る
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
合
意
を
得
た
。

　

２
０
１
０
年
５
月
に
開
か
れ
た
総
会

で
異
論
な
く
全
員
一
致
で
決
ま
っ
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

理
事
も
住
人
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
前
向
き

　
「
今
回
の
よ
う
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
総
会
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
算
だ
け

を
決
め
て
か
ら
、
業
者
選
定
を
進
め
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
が
、
赤
羽
シ

テ
ィ
ハ
イ
ツ
さ
ん
ほ
ど
理
事
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
住
人
の
み
な
さ
ん
ま
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
前
向
き
で
、
問
題
ひ
と
つ

な
い
と
い
う
の
は
珍
し
い
で
す
」と
、
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
東
京
支
社
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営

業
第
一
部
販
売
主
任
の
清
水
利
晃
は
語
る
。

　

同
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
管
理
会
社
が
組
合

か
ら
相
談
を
受
け
て
検
討
を
進
め
て
い

た
た
め
か
、
仕
様
や
予
算
も
９
月
の
理
事

会
で
説
明
す
る
段
階
で
ほ
ぼ
確
定
し
て

い
た
と
い
う
。
決
定
し
た
仕
様
は
地
震

時
管
制
運
転
や
停
電
時
自
動
着
床
装
置

な
ど
新
安
全
基
準
に
基
づ
く
標
準
仕
様

で
、
防
犯
窓
は
清
水
の
提
案
で
追
加
し
た
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

管理組合理事
西村 和枝 氏

管理員
片倉 隆志 氏

東芝エレベータ
東京支社

リニューアル営業
第一部
販売主任
清水 利晃

introduction
イントロ
ダクション

住
人
の
合
意

前
回
、
お
訪
ね
し
た
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
前
倒
し
す
る
こ
と
に

住
人
の
み
な
さ
ん
が
賛
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

合
意
を
得
る
ま
で
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、

管
理
組
合
は
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
の
か
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

隊員

松田雄二さん

東京理科大学
理工学部建築学科助教

助手

エレべっち
東芝エレベータの
キャラクター

隊員

関 栄二さん

明海大学
不動産学部講師

住民総会も
無事終了したわ
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総
会
で
異
論
も
な
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
決
定

　

赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
は
地
上
５
階
建

て
で
57
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
。
設
置

後
29
年
目
を
迎
え
た
油
圧
式
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
１
台
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

最
近
、
段
差
を
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
安
全
性
を
考
慮
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
は
、
２
０
１
２
年
に
予
定

し
て
い
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
２
年
間

前
倒
し
す
る
べ
き
だ
と
気
づ
く
に
至
っ

た
と
い
う
の
が
前
回
の
あ
ら
す
じ
だ
。

　

通
常
、
管
理
組
合
の
理
事
た
ち
の
間

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
意
し
て
も
入
居

者
全
員
の
合
意
を
総
会
で
得
る
ま
で
に

は
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
る
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
で
は

ス
ム
ー
ズ
に
合
意
を
得
た
。

　

２
０
１
０
年
５
月
に
開
か
れ
た
総
会

で
異
論
な
く
全
員
一
致
で
決
ま
っ
た
。

理
事
も
住
人
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
前
向
き

　
「
今
回
の
よ
う
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
総
会
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
算
だ
け

を
決
め
て
か
ら
、
業
者
選
定
を
進
め
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
が
、
赤
羽
シ

テ
ィ
ハ
イ
ツ
さ
ん
ほ
ど
理
事
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
住
人
の
み
な
さ
ん
ま
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
前
向
き
で
、
問
題
ひ
と
つ

な
い
と
い
う
の
は
珍
し
い
で
す
」と
、
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
東
京
支
社
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営

業
第
一
部
販
売
主
任
の
清
水
利
晃
は
語
る
。

　

同
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
管
理
会
社
が
組
合

か
ら
相
談
を
受
け
て
検
討
を
進
め
て
い

た
た
め
か
、
仕
様
や
予
算
も
９
月
の
理
事

会
で
説
明
す
る
段
階
で
ほ
ぼ
確
定
し
て

い
た
と
い
う
。
決
定
し
た
仕
様
は
地
震

時
管
制
運
転
や
停
電
時
自
動
着
床
装
置

な
ど
新
安
全
基
準
に
基
づ
く
標
準
仕
様

で
、
防
犯
窓
は
清
水
の
提
案
で
追
加
し
た
。

資
産
価
値
を
保
つ
た
め
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要

　

管
理
組
合
理
事
の
西
村
和
枝
氏
は
こ

う
語
る
。

　
「
私
は
１
階
に
住
ん
で
い
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
使
わ
な
い
の
で
す
が
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
資
産
価
値
を
保
つ
た
め
に
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

資
産
価
値
を
考
え
れ
ば
１
階
も
５
階
も

関
係
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

　

総
会
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す

る
専
門
委
員
会
を
発
足
。
７
月
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
各
社
に
見
積
も
り

を
依
頼
し
、
コ
ス
ト
や
工
期
か
ら
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
が
交
渉
権
を
獲
得
。

　

同
社
は
、
９
月
に
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー

に
対
し
て
仕
様
と
予
算
、
工
事
日
程
な
ど

の
説
明
を
行
い
、
了
解
を
得
た
。
そ
の

時
点
で
は
実
は
11
月
か
ら
工
事
を
始
め

る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
理
事
の
間
か

ら
、「
本
当
に
住
人
の
理
解
は
得
ら
れ
て

い
る
の
か
」
と
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
寿
命
は

建
物
よ
り
短
い

　

一
般
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
合
意
に
い

た
る
に
は
相
応
の
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
25
～
30
年
の
耐
用
年

数
が
あ
る
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
建
物
と
同
じ
ほ
ど
長
持
ち
す
る

と
考
え
て
い
る
住
人
も
少
な
く
な
い
。

　

古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、
部
品
の
経

年
劣
化
な
ど
に
よ
り
故
障
頻
度
も
高
ま
っ

て
く
る
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
す

る
安
全
基
準
も
随
時
見
直
さ
れ
て
お
り
、

最
新
機
種
で
は
、
新
基
準
に
沿
っ
た
地
震

時
対
応
機
能
や
安
全
対
策
を
備
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
製
造
中

止
か
ら
約
25
年
以
上
経
過
し
た
機
種
を

中
心
に
保
守
部
品
の
供
給
期
限
を
迎
え
る

「
２
０
１
２
年
問
題
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
１
９
６
９
年
に

発
売
し
た
６
機
種
の
部
品
が
２
０
１
４
年

か
ら
供
給
停
止
と
な
る
た
め
、
早
急
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
勧
め
て
い
る
。

エレベーターの
部品保有期限は
30年程度です

皆さまがとても
リニューアルに
前向きでした

工事を始めても
本当に大丈夫かしら？

資産価値を
考えることは
大事ですよね



停
止
期
間
中
の
対
応
は

各
世
帯
で
様
々

　

問
題
は
、
ほ
ぼ
１
カ
月
に
わ
た
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
完
全
停
止
期
間
中
の
対
策

だ
っ
た
。
同
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、
お
年

寄
り
の
み
の
世
帯
や
車
い
す
の
使
用
者

な
ど
が
、
か
な
り
の
割
合
で
入
居
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
５
階
の
住
人
は
間

違
い
な
く
対
策
が
必
要
だ
。

　

当
初
は
住
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
か
ら
対
策
を
立
て
る
こ
と
も

考
え
た
が
、
個
別
に
対
応
し
始
め
る
と

収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
、
前
倒
し
が
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

か
ら
断
念
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

西
村
理
事
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で

事
情
は
異
な
り
ま
す
。
事
前
に
周
知
を

徹
底
し
て
対
策
は
個
々
に
任
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
の
で
す
」
と

語
る
。

　

そ
こ
で
、
工
事
を
２
０
１
１
年
２
月

に
延
期
し
、
９
月
か
ら
５
カ
月
間
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
を
徹
底
し
て
周
知

し
、
対
策
を
促
す
作
戦
に
出
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
中
の
対
応
で

提
案
を
並
べ
る

　
「
お
客
さ
ま
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合

意
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
必
要
性

を
理
解
し
、
次
に
予
算
問
題
を
ク
リ
ア

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
で
工

期
短
縮
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
赤
羽
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
の
理
事
の

み
な
さ
ん
は
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
て
、

短
縮
の
要
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
清
水
は
言
う
。

　

そ
の
代
わ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
全

停
止
期
間
中
の
対
策
を
ど
う
立
て
る
か

が
組
合
の
頭
痛
の
タ
ネ
だ
っ
た
。

　

清
水
は
組
合
の
要
請
に
従
っ
て
、
４

つ
の
方
法
を
提
案
し
た
。「
期
間
中
、

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越

す
」「
親
戚
の
家
に
同
居
す
る
」「
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
」「
荷
物
や
車
い
す
を
運
ぶ

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
臨
時
に
雇
う
こ

と
」
で
あ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

12

これまでの経験から
対策はいくつか
ありますが ･･･

マ
ン
シ
ョ
ン
編

step1
Aha!

1

検討開始
▼
見積もり

step2
AGREE

2

仕 様 確 定
▼
住 民 総 会

step3
DO

3

工事準備
▼
工 事

step4
CHECK

4

納 品
▼
フォロー

introduction
イントロ
ダクション

ご家庭ごとで
事情は皆さん
異なりますよね…
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議事録での情報共有が
合意形成を早めた

　エレベーターのリニューアルで
スムーズに住人の合意が得られた
背景には、管理組合の日頃の活動
があった。赤羽シティハイツでは、
毎月、理事会が開催され、しかも
そのたびに議事録を作成し、全戸
に配布しているという。
　その議事録を通して、住人はマ
ンションの抱える課題や問題を把
握することができた。エレベーター
のリニューアルのお知らせも、毎
月、議事録と一緒に配布された。
　明海大学不動産学部講師の関栄
二氏は「毎月、理事会のたびに議事
録を作成して各戸に配布する熱心
さには驚きました。これによって情
報が共有され、合意形成も早かった
のではないでしょうか」と語る。
　もう一つのポイントは管理員の
片倉さんの存在だ。片倉さんは住
人たちに「準備はしていますか」
と積極的に声を掛けた。
　東京理科大学理工学部建築学科
助教の松田雄二氏は「住人の顔が
見えている管理員さんが調整役を
担ったことは合意がすみやかに進
んだポイント」と語る。
　やはり地道な活動が重要だ。

次号は「マンション編 step3 DO」です。ご期待ください。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の

お
知
ら
せ
が
意
外
な
効
果

　

管
理
組
合
で
は
月
１
回
、「
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
お
知
ら
せ
」

を
各
戸
に
配
り
、
準
備
を
促
し
た
。
併

せ
て
掲
示
板
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
も

お
知
ら
せ
を
貼
っ
た
。

　
「
こ
れ
が
意
外
な
効
果
で
、
外
部
か
ら

来
る
介
護
ス
タ
ッ
フ
や
業
者
、
親
戚
の

み
な
さ
ん
に
も
周
知
で
き
、
対
応
を
お

願
い
で
き
た
の
で
す
」
と
管
理
員
の
片

倉
隆
志
氏
は
語
る
。

　

そ
の
結
果
、
１
件
の
ク
レ
ー
ム
も
出

る
こ
と
な
く
、
予
定
通
り
に
工
事
準
備

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

停
止
期
間
が
２
週
間
に
短
縮

制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
開
発

　

組
合
で
は
こ
う
し
た
提
案
を
検
討
し

な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
住
人
個
々
の

対
応
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
な
か
に
は
14
階
建
て
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
１
台
と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
停
止
中
の
対

策
を
組
合
で
す
べ
て
行
う
の
は
難
し
く
、

住
人
の
皆
さ
ん
が
個
別
に
考
え
て
い
た

だ
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
油
圧
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
か
ご

を
残
す
「
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
工
法

を
新
た
に
開
発
し
た
。
工
期
が
２
週
間

に
短
縮
さ
れ
る
の
で
、
停
止
期
間
を
極

力
短
く
し
た
い
組
合
に
は
適
し
て
い
る
。

より良い方法を
一緒に考えます

住人以外の方にも
知らせる必要が
あるわよね

工事のお知らせを
エレベーター内に
掲示しました
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マンションの水道のこと、
ご存知ですか？　

連載●安全・安心を科学する
水道の安全を知る

増
圧
直
結
給
水
方
式
と

貯
水
槽
水
道
方
式

　

日
本
の
水
道
水
は
、
そ

の
水
源
の
大
半
に
河
川
の

水
を
用
い
て
い
る
。
例
え

ば
、
東
京
都
で
あ
れ
ば
利

根
川
水
系
と
多
摩
水
系
、

大
阪
で
あ
れ
ば
淀
川
水
系
、

名
古
屋
で
あ
れ
ば
木
曽
川
水
系
な

ど
が
そ
の
主
な
取
水
源
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
河
川
の
水
は
い

っ
た
ん
浄
水
場
へ
と
取
り
込
ま
れ
、

沈
で
ん
、
ろ
過
、
消
毒
と
い
う
一

連
の
浄
化
作
業
が
施
さ
れ
、
安
全

な
水
に
変
え
ら
れ
た
の
ち
、
地
域

の
拠
点
と
な
る
給
水
所
や
配
水
所

へ
と
運
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

こ
に
貯
め
ら
れ
た
水
は
、
時
間
ご

と
に
変
わ
る
水
道
使
用
量
に
合
わ

せ
て
、
配
水
量
、
圧
力
を
調
節
し

な
が
ら
配
水
管
へ
と
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

一
般
的
な
一
戸
建
て
の
家
で
あ

れ
ば
、
そ
の
水
は
さ
ら
に
給
水
管

を
通
っ
て
そ
の
ま
ま
各
家
庭
の
蛇

口
へ
と
届
く
の
だ
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
よ
う
な
集
合
住
宅
の
場
合
、

高
所
に
ま
で
水
を
供
給
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
も
う

ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
給
水
工
程
が

必
要
と
な
る
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
の

高
い
建
物
の
場
合
、
通
常
の
水
道

の
水
圧
で
す
と
蛇
口
ま
で
は
届
か

な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
す
」
と

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部

環
境
衛
生
課
の
永
瀬
和
徳
水
道
技

術
係
長
は
述
べ
る
。

　
「
そ
の
場
合
は
、
一
度
水
道
水
を

専
用
の
タ
ン
ク
に
貯
め
て
ポ
ン
プ

を
使
っ
て
水
を
送
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
貯
水
槽
水
道
方
式

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
増
圧
直
結
給
水
方
式
で
、

こ
ち
ら
は
配
水
管
を
伝
わ
っ
て
き

た
水
を
増
圧
給
水
設
備
に
よ
っ
て

直
接
蛇
口
に
ま
で
送
り
ま
す
」

　

後
者
の
場
合
で
あ
れ
ば
問
題
は

な
い
の
だ
が
、
前
者
の
方
式
の
場

合
、
貯
水
槽
の
管
理
が
的
確
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
安
全
面

で
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

貯
水
槽
の
衛
生
管
理

　

水
道
局
が
管
理
し
て
い
る
水
道

水
は
、
貯
水
槽
に
入
る
水
ま
で
で
、

そ
れ
以
降
に
関
し
て
は
建
物
の
オ

ー
ナ
ー
側
が
衛
生
管
理
を
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
水
道
水
で
は
身
体
に
有
害
な

細
菌
を
処
理
す
る
た
め
に
塩
素
を

用
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
使
用

量
に
対
し
て
タ
ン
ク
の
容
量
が
大

き
く
な
り
過
ぎ
た
場
合
な
ど
、
水

の
滞
留
時
間
が
長
く
な
っ
て
塩
素

の
効
果
が
薄
れ
、
細
菌
が
発
生
す

る
原
因
と
な
り
ま
す
」
と
同
課
の

佐
藤
弘
和
水
道
係
主
任
は
述
べ
る
。

　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
管
理
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
水
槽
の
清
掃
・

点
検
・
検
査
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
た
だ
き
、
常
に
安
全
な
水
が
送

ら
れ
て
い
る
か
に
気
を
配
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

貯
水
槽
の
う
ち
、
有
効
容
量
が

10
ト
ン
を
超
え
る
も
の
は
簡
易
専

用
水
道
、
そ
れ
以
下
は
小
規
模
貯

水
槽
水
道
に
分
け
ら
れ
る
。
水
槽

の
衛
生
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
簡
易
専

用
水
道
の
場
合
、
年
1
回
の
厚
生

労
働
省
の
登
録
を
受
け
た
検
査
機

都市部では、「家」といえばマンションなど集合住宅を指すことも当たり前
になりつつある。今回はその集合住宅の水道水について考えてみよう。
私たちが毎日使っている水は、どのようにして各家庭に供給され、そして安
全面についてはどのような対策が施されているのだろうか。
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関
に
よ
る
施
設
の
点
検
が
水
道
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

年
１
回
の
貯
水
槽
の
清
掃
も
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
小
規
模
貯
水
槽
水
道
に
つ
い

て
は
特
に
法
律
で
の
義
務
づ
け
が

な
い
の
で
、
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
各
都
道
府
県
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
東
京
都
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
独
自
の
条
例
を
定
め
、
簡
易

専
用
水
道
と
同
じ
よ
う
に
管
理
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

管
理
者
に
確
認
し
よ
う

　
「
も
し
管
理
を
さ
れ
て
い
る
方

が
、
こ
う
し
た
管
理
を
面
倒
と
考

え
て
い
る
場
合
は
、
増
圧
直
結
給

水
方
式
に
変
更
さ
れ
る
の
も
ひ
と

つ
の
方
法
で
す
。
水
道
管
の
位
置

に
も
よ
り
ま
す
が
、
増
圧
ポ
ン
プ

で
水
圧
を
増
し
て
水
道
管
か
ら
直

接
配
水
す
る
の
で
、
高
層
建
築
で

も
対
応
で
き
ま
す
。
停
電
時
に
は

増
圧
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
く
な

る
た
め
水
道
も
止
ま
る
と
い
う
弱

点
も
あ
り
ま
す
が
、
管
理
が
楽
に

な
り
、
よ
り
新
鮮
な
水
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

施
設
が
老
朽
化
し
て
く
る
と
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
も
お
金
が
か
か
る
の

で
、
給
水
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

機
に
、
増
圧
直
結
給
水
方
式
に
す

る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
」
と
永
瀬
氏
は
言
う
。
確
か
に

タ
ン
ク
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
別
の
用
途
─
例
え
ば

貯
水
槽
が
地
上
に
あ
る
場
合
、
駐

車
場
に
す
る
な
ど
─
に
活
用
す

る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
必
ず
し
も
貯
水
槽

水
道
方
式
が
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

と
は
限
ら
な
い
。
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
大
規
模
災
害
時
に
は
水

道
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
が
、
貯
水
槽
水
道
方
式
で
あ
れ

ば
貯
水
槽
に
貯
ま
っ
て
い
る
分
で
、

半
日
程
度
の
水
は
賄
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。

　

も
し
あ
な
た
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
、
そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
が
直
結
給
水
方
式
か
貯
水

槽
水
道
方
式
な
の
か
、
一
度
管
理

者
に
聞
い
て
み
る
と
よ
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
給
水
方
式
で
の

点
検
箇
所
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

水
は
、
飲
み
水
だ
け
で
な
く
洗
濯

や
ト
イ
レ
な
ど
日
常
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
必
要
に
な
る
。
身
近

な
存
在
だ
け
に
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
お
き
た
い
。

貯水槽の管理方法

　2011　Vol.26

　管理作業は、大きく分けると毎日
行うもの、週１度、月１度、そして
年１回行うものとがある。
　まず毎日やることは、透明なガラ
スコップに水道水を汲んで、水の色
が透明かどうか、にごりが見られな
いか、塩素臭以外のにおいがしない
か、変な味がしないかを確認する。
　週１回ごとに、専用の測定器で残
留塩素の測定を行う。測定した際に
残留塩素が検出されなかったり、塩
素の急激な低下が見られたら、すぐ
管轄内の保健所に連絡する。
　月１回ごとに、水槽付近の状況に
ついての点検を行う。水槽付近の整
理整頓がされているか、水槽に破損
や亀裂がないか、マンホールの密閉、
施錠が行われているか、防虫網が破
損していないかなどを確認する。
　そして年１回以上は、貯水槽の清
掃を行うことも義務づけられている。
これは通常は専門の清掃業者に頼ん
で行う。年１回、水質検査を行って
安全を確認したほうがいいだろう。
この場合は、管理者が自分で行うの
ではなく、水質専門機関に頼む必要
がある。
　また、停電時でも、貯水槽水道方
式であれば、貯水槽に水のある間は
使用可能だ。しかし、電気が再開し
た後は、にごり水などがないかを十
分にチェックすることが大切だ。

配水管からの配水方式には、水道管から直接配水する直圧直結給水方式、
増圧ポンプを用いて水道管から直接配水する増圧直結給水方式、水道管
からの水を受水槽にいったん溜めて屋上の貯水槽まで給水し、そこから
各戸に配水する貯水槽水道方式の３つがある。

貯水槽の管理者は、実際にどのような
管理が必要なのだろうか。管理者はも
ちろんのこと、マンションに住んでい
る人も、その管理方法について知って
おいて損はない。

直圧直結
給水方式

増圧直結
給水方式

貯水槽
水道方式

受水槽

メーターボックス
増圧ポンプ

使用者または建物の所有者などが管理する部分

配水管からの配水方式

高置水槽

メーターボックス
配水管



ス
ペ
ー
ス
パ
ト
ロ
ー
ル

（
1
9
5
0
年
代
：
ブ
リ
キ
、
日
本
製
）

横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長
　北
原 

照
久
氏

　

１
９
５
６（
昭
和
31
）
年
に
制
作
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｆ
映
画
で
、
い

ま
や
古
典
的
名
作
と
称
さ
れ
る
『
禁

断
の
惑
星
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

物
語
は
23
世
紀
の
未
来
の
話
。
消
息

を
絶
っ
て
久
し
い
、
惑
星
第
四
ア
ル

テ
ア
へ
の
移
民
団
を
探
し
に
、
地
球

か
ら
宇
宙
船
が
や
っ
て
く
る
。
し
か

し
、
移
民
団
は
正
体
不
明
の
怪
物
に

襲
わ
れ
て
お
り
、
惑
星
に
残
っ
て
い

た
の
は
、
モ
ー
ビ
ア
ス
博
士
と
そ
の

娘
、
そ
し
て
博
士
が
作
り
上
げ
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
ロ
ビ
ー
だ
け
だ
っ
た
。
映

画
で
は
物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の

怪
物
の
思
わ
ぬ
正
体
が
明
ら
か
に
な

る
の
だ
が
…
…
。

　

写
真
の
お
も
ち
ゃ
は
、
そ
の
『
禁

断
の
惑
星
』
に
登
場
す
る
惑
星
の
上

を
移
動
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
宇
宙

カ
ー
で
あ
る
。
運
転
席
に
乗
っ
て
い

る
の
は
、
ロ
ビ
ー
と
呼
ば
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
。
ロ
ビ
ー
は
人
間
の
世
話
を
す

る
万
能
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
「
映
画
の
な
か
で
、
ロ
ビ
ー
は
何
で

も
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
い
ま
で
言

う
な
ら
、
ド
ラ
え
も
ん
の
よ
う
な
も

の
で
す
ね
。
家
に
も
ロ
ビ
ー
が
い
た

ら
、
と
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
あ
こ

が
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
団
塊
の
世

代
に
と
っ
て
、
こ
の
ロ
ビ
ー
と
い
う

ロ
ボ
ッ
ト
は
特
別
な
存
在
な
ん
で
す
。

ロ
ビ
ー
は
単
体
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て

も
数
多
く
の
種
類
が
作
ら
れ
ま
し
た
」

（
北
原
氏
）

　

ロ
ビ
ー
は
、
Ｓ
Ｆ
映
画
の
世
界
に

革
新
を
も
た
ら
し
た
存
在
で
も
あ
る
。

そ
れ
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
フ
ォ
ル
ム
と

い
え
ば
、
四
角
い
と
い
う
の
が
常
識

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
映
画
以
降

は
、
ド
ー
ム
型
へ
と
変
化
を
と
げ
た
。

そ
の
影
響
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る

『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』
に
登
場
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ｒ
２
─
Ｄ
２
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、『
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
な
か
で
ア
ナ
キ

ン
・
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
乗
る
戦

闘
機
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
の
前
席
に

Ｒ
２
が
座
る
姿
は
、『
禁
断
の
惑
星
』

に
登
場
す
る
こ
の
宇
宙
カ
ー
に
乗
っ
た

ロ
ビ
ー
そ
っ
く
り
で
も
あ
る
。
ル
ー

カ
ス
監
督
も
ま
た『
禁
断
の
惑
星
』に

魅
せ
ら
れ
た
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

人
気
者
と
な
っ
た
ロ
ビ
ー
は
、『
禁

断
の
惑
星
』の
あ
と
も
、
そ
の
続
編

を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
別
の
映
画

に
も
登
場
し
た
。（
資
料
提
供
：
北
原
照
久
）

資
料
提
供
：
横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

宇宙旅行は古くから人類の夢だが、その夢がリアリティをも
って迫ってきたのは、やはり 1969（昭和44）年のアポロ 11号
による人類初の月面着陸だろう。このとき採取された月の石
は、翌年開催された大阪万国博覧会で展示され、見るだけ
で数時間待たされるほどの大人気を呼んだ。




